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の課題は何か。」の 3 点にさだめる。実践校は筆者の勤務校である山形県の S 高校であ
 2 
る。S 高校は多様な生徒が在籍する「進路多様校」であり、JSL 生徒が断続的に少数で
在籍している JSL 生徒少数在籍校である。 
 第 5 章から第 7 章では、S 高校の JSL 生徒在籍クラスで実施した 3 つのピア・ラーニ
ング実践の分析と考察を行う。第 5 章の「実践①」は、JSL 生徒 A の在籍クラスで実施
したピア・レスポンス実践である。投書作成にピア・レスポンスを取り入れた結果、ピ
ア活動は A と日本人生徒の互いの投書の推敲につながり、また A が日本人生徒以上に
学習活動に貢献する場面がみられた。その一方で、JSL 生徒と日本人生徒が率直に意見


















人生徒の学びの促進」、「JSL 生徒と日本人生徒の関係性の構築」の 4 つの視点が見出さ
れ、また課題としては「異文化間コミュニケーション能力」の育成が挙げられた。最後
にここまでの考察結果をふまえ、実践校と近似の JSL 生徒在籍校を想定し、多文化教育
を目指す JSL 生徒在籍クラスの授業デザインの視点を提案した。 
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本論文は，国内の外国人散在地域で JSL(Japanese as a second language)生徒が少数在籍する高等
学校の国語科授業において，多文化教育の観点からピア・ラーニングを導入した自らの実践の実態を
詳細に記述し省察することで授業改善を行うと同時に，同様の教育環境における実践者への示唆を得
ようと試みたものである。
本論文は全８章から構成される。第１章では，高等学校国語科教諭として教育現場における自らの
問題意識に基づいて JSL 生徒の言語的文化的背景を踏まえていない教育実践のあり方に疑問を呈し，
その解決策として上記の目的を述べている。第２章でその理論的背景として多文化教育，第３章でそ
の理論的背景をもつ方法論としてピア・ラーニングについて述べ，第４章で本実践のフィールドとし
て勤務する高等学校，JSL 生徒在籍クラス，JSL 生徒の状況，国語科の教科目標などを踏まえて，言
語的・文化的差異のある生徒同士が対等に学び合うピア・ラーニングの手法を取り入れた実践のデザ
インについて述べている。
第５章から第７章では，高等学校の JSL 生徒在籍クラスで実施した３つのピア・ラーニングの実践
を通して各クラスで１名の JSL 生徒を中心にクラスで何が起きていたのか，実践のプロセスで得られ
る作文などの成果物や授業中・授業後の生徒によるコメントなどをデータとして用い，その実践の記
述と分析を行なっている。具体的に第５章の実践①は，投書作成にピア・レスポンスを取り入れたも
の，第６章の実践②は，漢詩の読み取りにピア・リーディングを取り入れたもの，第７章の実践③は
実践①の課題を改善して再びピア・レスポンスを用いて投書作成を試みたものである。各実践の分析
の結果，ピア・レスポンスを通して JSL 生徒と日本人生徒が互いの内省や投書の推敲に影響を及ぼし
合い，各自の投書の改善が見られたこと，ピア・リーディングを通して各自の多様性が漢詩の読み取
りの深化を促していたことが分析され，クラスにおける社会的関係性の構築が本実践の有効性として
示された。そして第８章で総合的考察と授業デザインの改善案を提案している。
 本実践研究のデザインと分析には曖昧な部分も残るが，昨今ようやく年少者日本語教育の体制整備
が各地方自治体で進められ，その必要性が認識されてきたとはいえ，外国人散在地域で，クラスに一
人しかいないような高等学校の現場では未だに何をどのように実践すればいいのか手探りの状態に
ある。そのような現状において，学校教育の教員自身が自らの問題意識を解決するために理論とその
理論を背景とする方法論を用いて自らの現場において実施した実践を詳細かつ丁寧に記述，分析した
ことは，非常に意義がある。そして，その分析を通してピア・ラーニングの導入の可能性を示すとと
もに，同様の年少者日本語教育に従事する実践者に授業改善の示唆を与えたことは，当該分野の研究
の発展にも寄与するものである。
よって，本論文の提出者は博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認め
られる。 
